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三入・可部地域包括支援センター       片山 崇紀 

看護小規模多機能ホームやすらぎ       川添 真希  

大道 麻衣子 
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議事 1.交流・行事等の実施状況 

  【実施した交流・行事】 

   ❏ お誕生日のお祝い 6月 1名、7月 2名 

   ❏ 第 1回にのみやグループ事業所対抗トマト大会 

   ❏  かき氷 

   ❑ レクリエーション報告 

   ❑ 介護用リフト導入 

 

2.利用者状況・サービス実施状況 

利用者状況 

看護小規模多機能ホームやすらぎ登録者   
 

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

6月 2 6 5 10 4 

7月 3 6 4 10 4 

 

平均介護度：3.9 

平均年齢：82.8歳（51歳～103歳）  

新規利用者・終了者 

 新規利用者 終了者 

6月 6 4 

7月 5 4 

 

 



サービス実施状況（1日平均人数・回数） 
 

平均 

登録者数 

定員 29 名 

通い 

定員 18 名 

泊り 

定員 9 名 
訪問介護 訪問看護 

6月 26.3 14.5 6.1 22 19 

7月 27.1 14.6 6.1 19 27 

 

＜新規利用者＞ 

・ターミナルケア 

・退院直後の状態 

・インスリン、内服管理不足 

＜終了者＞ 

・ご逝去         7名 

・グループホームへ入居  1名 

2F（ラシュールメゾンやすらぎ） 

      入居者 平均 13.6名 

3F  

自宅利用者 6月 14.3名、7月 13.5名 

連泊対応 3名  ※特養入居待ち運営推進会議にて承認を得た 

 

3.事故・苦情・感染症・相談受付報告 

 ヒヤリハット アクシデント 苦情 感染症 

6月 0 8 0 0 

7月 8 5 0 0 

＜事故状況＞ 

レベルⅢ 

＜事故状況＞ 

① 眠前薬投与後、ベッド端坐位になっておられたためセンサーマットの 

スイッチを入れず退室した。物音がして訪室すると居室トイレ前で床に右側 

臥位となっているのを発見。後頭部から左側頭部の痛み訴えあり、頭部や 

背部など確認するが、発赤や傷みられずバイタルサインの変動はなかった 

② リクライニング車椅子移乗し体重測定のため体重計の前まで移動した。

90℃の直角座位で移乗しており、本人がくしゃみをした反動で前のめりに転

落する。（介助者は車椅子の後ろに位置していた）支えが間に合わず、体重

計に頭から転落した。左眉上に２ｃｍの裂傷と出血あるが圧迫止血を行っ

た。皮膚接合テープ 2枚貼付、ヘパリン塗布したセコンダーゼで保護する。



鼻頭部打撲痕あり、そのすぐ上に 1.5㎝の裂傷あるため皮膚接合テープ 1枚

を貼付する。鼻はやや腫脹、発赤あるため冷やした。意識状態の低下はなく

経過した 

③ 自ら起き上がることは困難な状態の利用者。夜間居室より「おーい」

と声が聞こえたため訪室すると、ベットに顔を伏せ、両膝をついて座って

いるところを発見する。声掛けに「ベットから落ちました」と返答後「お

ーいおーい起してくれー」と大声で叫び、職員の手へ爪を立てたり手を振

り払い興奮状態となる。 

主治医に報告し生食 100ml+セレネース 5 ㎎ 1A 点滴指示あり。職員 2 人で

ベット臥床介助行う。 

＜対応策＞ 

① 就寝前にトイレ誘導を行い、就寝前薬の与薬後はセンサーマット設置

と歩行器設置し環境を整える 

② 拘縮が強く 90 度での座位保持は困難であるため、リクライニング、

ティルト機能を使用し後方へ身体を傾ける姿勢とする 

③ ベットを最低床とし下に衝撃吸収マット、状況に応じてセンサーマッ

ト設置とした。せん妄状態の出現時は主治医に相談し、指示の薬剤投与と

する。 

【相談受付報告】 

6月：6件 7月：10件 

＜内容＞ 

ターミナルケア目的 医療機関退院後よりラシュールメゾンやすらぎへ

入居希望 

退院後自宅復帰     

内服確認等看護小規模多機能サービス希望  

 

4.地域の現状等情報交換・助言など 

熱中症対策について 8/14 に九品寺町内会のサロンに於いて、講師活動を

行います。当グループでは職員に対し、入浴や送迎、訪問等ドリンクの配

布や冷感対策を検討されている（川添） 

運営推進委員の皆さまより 

・今年の暑さは尋常ではないが、職員の皆さんはよくやっている。 

熱中症対策を行いながら今後も互いに気を付けていきましょう。 

・先月の熊本地震から町内会の取り組み、当事業所の取り組みについて情

報交換を行うなかで、日ごろの備えとして訓練は必要で、いざ起きたとき

はパニックになる可能性がある。爆発事故も起き想定外のことも発生する

こともある。貴重品を身に着けておくなどこれまでの対策の見直しは必要

とご助言を受けた。 

・９月に町内会清掃があります。暑さのため時期をずらすなど意見はあっ

たが、秋祭りなど他の行事もあり予定通り開催予定。（9/13） 



 

・次回の運営推進会議頃には、秋祭りの内容やご協力について詳細をお知

らせしますとのこと。 

【連絡事項】 

 次回開催日時 

日時：令和 8年 10月 13日（火）10：00～10：30 

  場所：看護小規模多機能ホームやすらぎ 1F会議室 

 

                                以上 


